
 

 

 

アプリケーションノート 

Pulse Rider PG-1000シリーズ 

パルス発生器の概要 
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遷移時間 

 
Pulse Rider PG-1000 シリーズは、50Ω負荷に対して 5Vpp でフルに出力調整可能で、立ち上がり／立ち下
がり時間が 70ps 以下（20‐80％）のパルスを出力することが可能です。 
 

 
図 1：立ち上がり／立ち下がり時間 

 

最小パルス幅と解像度 

 
パルス幅は 300ps から 8s まで調整可能で、さまざまな用途に対応するため 10ps の解像度を持っています。 
 

 
図 2：最小パルス幅 
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時間解像度 

 
遅延の解像度は 10ps であり、トリガー入力信号からパルス生成まで、きめ細かく調整することができます。 
 
ジッターはパルス生成の品質を決める重要な特性の一つであり、クロック波形における低ジッターは、通信
システムにおいてエラーを軽減するための重要な機能です。 
25ps 以下の低ジッターは、同一チャンネル上のパルス間、もしくは複数のチャンネル間で完璧に同期をとる
ことができます。 
 

 
図 3：ジッター ＜ 25ps 

 
 

トリガーモード 

 
 Continuous：Continuous モードでは、反復率が最大 125MHz までのパルスを生成するよう、

出力チャンネルを設定することができます。 
 Single：Single モードでは、出力チャンネルはトリガー信号を待ち、その後設定されたパルス

を一度だけ生成します。 
 Burst：Burst モードでは、トリガーを受信する毎に、設定されたパルスを 1 から 4294967295

にプログラムされた回数分繰り返します。 
 Gated：Gate モードでは、出力チャンネルはトリガーが「True」の時だけ設定されたパルスを

生成します。トリガーが「False」になると、パルスを最後まで生成し、停止します。 
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External Width（方形／外部パルス増幅） 

 
External Width のモードでは、トリガー入力信号を出力チャンネルに出力します。この機能は、RIDER Fast 
Edge テクノロジーを利用して、ソースのエッジを整形して出力することができます。 
 
さらに、ソース・パルスに対して振幅の増加／減少、反転、オフセットを加え、特定のパルス・パターン・
シーケンスを生成させることも可能です。 
 

 
図 4：External Widthモードの設定画面 

 

 
図 5：External Modeでの PRBSシーケンス 
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パルス・コンビネーション（4重パルス・モード） 

 

4 重パルス（Quadruple Pulse）を生成するためのパルス・コンビネーションを利用すれば、クロックとして
利用可能な、周波数 500MHz の出力信号を得ることができます。 
 

 
図 6：4重パルス・モード 

 

 
図 7：4重パルス・モードを使用して生成した 500MHzクロック 
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チャンネル間スキュー 

全てのパルスはチャンネル遅延とパルス遅延パラメータの設定により、トリガー信号から 10ps の解像度で
1s まで遅延させることができ、一つのパルスの遅延の合計は：出力 N 遅延 ＋ パルス P 遅延 ＋ 固定遅延
となります。 
この方法により、装置のスキューを補正するための試験器と同期をとるために必要となる、正確なスキュー
を生成したり、同期されていないパルスの到着時にデジタル非同期システムの応答をテストしたりできます。 
 

 
図 8：CH1と CH2の最大スキュー 

 
 

シングルエンド／差動 

一つのチャンネルを他のチャンネルと反対の動作をさせることで、差動モードの動作とさせることができま
す。 
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図 9：反転出力（Invert Output） 

 

 
図 10：CH1と反転した CH2による差動信号 
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Pulse Rider シリーズは、もっとも使い易いタッチスクリーン・ディスプレイ・インターフェイス
（SimpleRiderTM）を使って、高品質な信号を提供します。 
パルスを生成するのに必要なのは、たった数回のスクリーンタッチのみです。 
この革新的なハードウェア・アーキテクチャは、完全に独立したタイミング・パラメータで 2 重、3 重、4
重パルスのような、さまざまなパルスシーケンスを生成することを可能にします 
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